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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 3

小項目 (1)

細項目
③

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 21,006,901 千円 の内数

29年度予算額： 20,594,098 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1 18,482,878 千円 の内数
28年度決算額： 15,121,065 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

機構定員要求

－

　女性健康支援センターは、思春期から更年期に至る女性を対象とし、身体的、精神的
な悩みを有する女性に対する相談指導や妊娠に悩む者に対する相談、不妊や妊娠に
関する正しい知識の普及啓発、女性の健康に関する学習会の開催等を行う。

通し番号  154 

その他（具体的に）

③女性の健康維持の促進に向けた取組
　女性の生涯を通じた健康を支援するため、女性健康支援センターによる支援を引き続
き推進する。また、がんの早期発見に向けて、女性特有のがんを含めたがん検診につ
いて、がん検診の受診率向上につながる取組を引き続き実施する。
　加えて、女性の健康を維持・増進する施策（婦人科検診に対する補助等）の実施を含
め、健康経営に取り組む企業を「健康経営銘柄」として選定する。こうした企業を長期的
な視点から見た企業価値の向上を重視する投資家にとって魅力的な企業として顕彰す
る取組の更なる普及を通じ、女性の健康維持を促進する。

（１）女性の健康増進に向けた取組

３．生涯を通じた女性の健康支援の強化

女性健康支援センター事業

　女性は妊娠・出産等含めた各ライフステージにおいて、女性特有の身体的・精神的な
悩みを抱えているため、女性が気軽に相談することのできる体制を確立することにより、
生涯を通じた女性の健康の保持増進を図る女性健康支援センターを都道府県・指定都
市･中核市に設置する。

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算
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分野
－大
項目

６－１

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

生涯にわたる男女の健康の包括的な支援

－

－

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

厚生労働省

子ども家庭局母子保健課
担当府省・担当課
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅱ

中項目 3

小項目 (1)

細項目
③

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 1,550,030 千円

29年度予算額： 1,567,328 千円

28年度歳出予算現額※1： 1,962,048 千円
28年度決算額： 923,366 千円

使用割合： 47.1 ％

－

－

通し番号  155 

　「がん対策推進基本計画」（平成24年６月閣議決定）において、がん検診の受診率に
ついては、28年度までに50％を達成することを個別目標に掲げている。しかしながら、28
年国民生活基礎調査では、男性の肺がん検診のみが50％を超えたが、他の検診は、受
診率の上昇傾向がみられるが50％を超えていない状況である。
　「骨太の方針2017」（平成29年６月閣議決定）では、「がんとの闘いに終止符を打つた
め、がんの一次予防の推進、二次予防であるがん検診の内容の見直しの検討や受診
率の向上を図る」こととしており、さらなる受診率向上施策が求められている。
　また、「がん検診のあり方に関する検討会中間報告書」（平成25年８月）において、クー
ポン券の配布には一定の受診率向上効果があったと認められるが、自己負担軽減より
も個別の受診勧奨・再勧奨の方が大きな効果があると報告されていることや、「がん対
策推進基本計画中間評価報告書」（27年６月）において、がん検診の受診率を向上させ
るための方策については、対象者の網羅的な名簿管理に基づく個別受診勧奨・再勧奨
が重要であると指摘されている。
　このようなことから、個別の受診勧奨・再勧奨の実施、子宮頸がん検診、乳がん検診
の初年度対象者に対するクーポン券の配布及び要精密検査と判断された者の受診勧
奨を実施することで、がん検診及び精密検査受診率の向上を図り、より早期の発見につ
なげることで、がんによる死亡者の減少を図り、国民の暮らしの安心を確保する。
　なお、がん検診については、健康増進事業に基づき、市町村が実施しており、その経
費は、地方交付税措置がされている。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

－

新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業

Ⅱ　女性の活躍を支える安全・安心な暮らしの実現

３．生涯を通じた女性の健康支援の強化

（１）女性の健康増進に向けた取組

③女性の健康維持の促進に向けた取組
　女性の生涯を通じた健康を支援するため、女性健康支援センターによる支援を引き続
き推進する。また、がんの早期発見に向けて、女性特有のがんを含めたがん検診につ
いて、がん検診の受診率向上につながる取組を引き続き実施する。
　加えて、女性の健康を維持・増進する施策（婦人科検診に対する補助等）の実施を含
め、健康経営に取り組む企業を「健康経営銘柄」として選定する。こうした企業を長期的
な視点から見た企業価値の向上を重視する投資家にとって魅力的な企業として顕彰す
る取組の更なる普及を通じ、女性の健康維持を促進する。
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該当施策概要

分野
－大
項目

６－１

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

担当府省・担当課
厚生労働省

健康局　がん・疾病対策課

・　平成28年度
＊子宮頸がん検診と乳がん検診一定年齢の対象者に対してクーポン券を、初年度対象
者（子宮頸がん検診：20歳、乳がん検診：40歳）に対して検診手帳を配布する。
＊子宮頸がん検診、乳がん検診、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診について、
年度途中で、一定年齢の対象者のうち未受診者に対して個別の受診勧奨・再勧奨を行
うとともに、かかりつけ医を通じた個別の受診勧奨・再勧奨の実施する。
＊要精密検査と判断されたが精密検査を受診していない者に対して、精密検査の受診
再勧奨を実施する。
＊子宮頸がん検診、胃がん検診、肺がん検診、乳がん検診、大腸がん検診について、
一定年齢の対象者に対して、受診の意向や日程の希望、職域検診での受診の有無等
の調査を実施する。
・　平成29年度より見直しを実施（下線部）し、がん検診の受診促進を図っている。
＊　子宮頸がん検診、乳がん検診、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診について、
20歳から69歳の女性及び40歳から69歳の男性を対象（※）に、個別の受診勧奨・再勧奨
を行うとともに、かかりつけ医を通じた個別の受診勧奨・再勧奨の実施する。
※がん種ごとの対象年齢…
　子宮頸がん検診：20～69歳の女性
　乳がん検診：40～69歳の女性
　胃がん検診：50～69歳の男女（胃部エックス線検査については40歳以上も可）

　肺がん検診及び大腸がん検診：40～69歳の男女

・　子宮頸がん検診と乳がん検診の初年度受診対象者（子宮頸がん検診：20歳、乳がん
検診：40歳）に対して、クーポン券と検診手帳を配布する。
・　要精密検査と判断されたが精密検査を受診していない者に対して、精密検査の受診
再勧奨を実施する。

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※2

－

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※3

－

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

主に関係する分野・大項目

生涯にわたる男女の健康の包括的な支援

その他関係する分野・大項目等

－
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に
、
受
診

に
対

す
る
関

心
を
喚

起
す
る
。

•
把
握
し
た
状
況
を
、
受
診
日

の
日

程
調
整

や
対
象

者
の
特

性
に
応
じ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
付
な
ど
、
効
果
的
・
効
率
的

な
個

別
の
受
診
勧
奨
・
再

勧
奨

に
つ
な
げ
る
。

が
ん
検

診
受

診
率

５
０
％

の
達

成

市
区

町
村

（
補

助
先

：
市

区
町

村
、

補
助

率
1

/2
）

住
民

調
査

・
受

診
の

喚
起

意
向

や
希

望
を

回
答

対
象

者
の

特
性

に
応

じ
た

個
別

の
受

診
勧

奨
医

療
機

関
検

診
実

施
機

関

こ
れ

ま
で

あ
ま

り
受

診
し

な
か

っ
た

方
が

が
ん

検
診

を
受

診

新
た
な
ス

テ
ー

ジ
に
入

っ
た

が
ん
検

診
の

総
合
支

援
事

業
（

受
診
意

向
調

査
）

2
7
年
度
補
正
予
算
繰
越
額
：
4
8
8
,2

8
8
千
円

（
2
7
年
度
補
正
予
算
額
：
5
0
2
,6

6
7
千
円
）
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が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
効
果
の
大
き
い
個
別
の
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
を
、
対
象
年
齢
を
拡
充
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
初
年
度
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

配
布
す
る
。
引
き
続
き
、
精
密
検
査
未
受
診
者
に
対
す
る
受
診
再
勧
奨
に
も
取
り
組
む
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
が
ん
検
診
の
総
合
支
援
事

業

ク
ー

ポ
ン

券
配

布
子

宮
頸

が
ん

：
2

0
,2

5
,3

0
,3

5
,4

0
歳

の
女

性
乳

が
ん

：
4

0
,4

5
,5

0
,5

5
,6

0
歳

の
女

性
）

精
密

検
査

未
受

診
者

に
対

す
る

受
診

再
勧

奨

個
別

の
受

診
勧

奨
・

再
勧

奨
女

性
：

2
0

,2
5

,3
0

,3
5

,4
0

,4
5

,5
0

,5
5

,6
0
歳

男
性

：
4

0
,4

5
,5

0
,5

5
,6

0
歳

精
密

検
査

未
受

診
者

に
対

す
る

受
診

再
勧

奨

個
別

の
受

診
勧

奨
・

再
勧

奨
（

女
性

：
2

0
～

6
９

歳
、

男
性

：
4

0
～

6
９

歳
）

継
続

平
成

2
8
年
度

平
成

2
9
年

度
以
降

検
診

手
帳

配
布

（
子

宮
頸

が
ん

2
0
歳

、
乳

が
ん

4
0
歳

）

検
診

手
帳

配
布

（
子

宮
頸

が
ん

2
0
歳

、
乳

が
ん

4
0
歳

）

事
業

の
概

要

１
．
個
別
の
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
郵

送
や

電
話

な
ど
に
よ
る
個
別
の
受
診
勧
奨
・

再
勧

奨
を
行
う
（
注
）
と
と
も
に
、

か
か

り
つ
け
医
を
通
じ
た
個
別
の
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
に
も
取
り
組
む
。

２
．
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の
配
布

子
宮

頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
初
年
度
対
象
者
（
子
宮
頸
が
ん
検
診
：
2
0
歳
、
乳
が
ん
検
診
：
4
0
歳
）
に
対
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
配
付
す
る
。

３
．
精
密
検
査
未
受
診
者
に
対
す
る
受
診
再
勧
奨

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
の
精

密
検

査
未

受
診
者
に
対
し
て
、
郵
送
や
電
話
な
ど
に
よ
る
個
別
の
受
診
再
勧
奨
を
行
う
。

注
）
個
別
受
診
勧
奨
・
再
勧
奨
の
対
象

子
宮
頸
が
ん
検
診
：
2
0
～

6
9
歳
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診
：
40
～

69
歳
の
女
性
、
胃
が
ん
検
診
：5

0～
6
9歳

の
男
女
（
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
は

4
0
歳
以
上

も
可
）
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
：4

0～
6
9歳

の
男
女

改 改

検 診 受 診 率 向 上 精 検 受 診 率 向 上

が ん の 早 期 発 見 ・ が ん に よ る 死 亡 者 の 減 少

拡
充 ・

見
直
し

検 診 受 診 率 向 上 精 検 受 診 率 向 上

ク
ー

ポ
ン

券
配

布
（

子
宮

頸
が

ん
2

0
歳

、
乳

が
ん

4
0
歳

）

3
0
年
度
概
算
要
求
額
：
1
6
億
円

2
9
年
度
予
算
額
：
1
6
億
円

2
8
年
度
予
算
額
：
1
5
億
円
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